
議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定により知事から意見を求めら

れた平成27年９月定例府議会に提出された次の議案について、大阪府教育委員会事務決裁

規則第５条に基づき教育長が代決により異議がない旨を回答した。 

この代決を、大阪府教育委員会事務決裁規則第７条第２項に基づき承認する。 

平成27年12月18日 

大阪府教育委員会       

○予算案 

 １ 平成２７年度大阪府一般会計補正予算（第４号）の件 

○事件議決案 

１ 指定管理者の指定の件（教育委員会所管施設） 

○条例案 

１ 非常勤職員の災害補償に関する条例及び非常勤職員の災害補償に関する条例及び職

員の再任用に関する条例の一部を改正する条例一部改正の件 

２ 大阪府認定こども園の認定の要件並びに設備及び運営に関する基準を定める条例一

部改正の件 

＜参考＞ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育委員会の意見聴取） 

第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分そ

の他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成

する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

1-1



○大阪府教育委員会事務決裁規則 

（事務の専決及び代決） 

第５条 第３条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教育長がその

事項を代決することができる。 

（専決した事項等の報告） 

第７条  （略） 

 ２ 第５条の規定により教育長が代決したときは、速やかに委員会の会議において

報告し、その承認を受けるものとする。 
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知事から意見聴取があった議案一覧

○予算案

番

号
件  名 概          要 備       考

１ 平成２７年度大

阪府一般会計補

正予算（第４号）

の件

〔事業名〕中学生学びチャレンジ事業費

〔事業概要〕生徒の学力状況を把握、分析・検証する

ことにより、学習内容の着実な理解と教育活動の改

善・充実に活かすとともに府内における評定の公平

性を担保することを目的とした中学３年生対象の学

力調査を実施する。

〔債務負担行為の設定（平成 27年度～28年度）〕
９，９５９万９千円

― 

○事件議決案

番

号
件  名 概          要 備       考

１ 指定管理者の指

定の件（教育委

員会所管施設）

大阪府立漕艇センター

指定期間 平成 28年４月１日から
平成 33年３月 31日まで

指定する団体 一般社団法人大阪ボート協会

【１１月２７日の教

育委員会会議におい

て報告した内容から

修正無し】 

大阪府立臨海スポーツセンター

指定期間 平成 28年４月１日から
平成 33年３月 31日まで

指定する団体 ミズノ・南海ビルサービスグループ

大阪府立体育会館

指定期間 平成 28年４月１日から
平成 33年３月 31日まで

指定する団体 南海ビルサービス・ミズノグループ

大阪府立少年自然の家

指定期間 平成 28年４月１日から
平成 38年３月 31日まで

指定する団体 少年自然の家共同事業体

大阪府立近つ飛鳥博物館及び大阪府立近つ飛鳥風土記

の丘

指定期間 平成 28年４月１日から
平成 29年３月 31日まで

指定する団体 大阪府文化財センター・

近鉄ビルサービスグループ

大阪府立弥生文化博物館

指定期間 平成 28年４月１日から
平成 29年３月 31日まで

指定する団体 大阪府文化財センター・

近鉄ビルサービスグループ
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○条例案

番

号
件  名 概          要

教育委員会

関係箇所等

１ 非常勤職員の災害

補償に関する条例

及び非常勤職員の

災害補償に関する

条例及び職員の再

任用に関する条例

の一部を改正する

条例一部改正の件

被用者年金制度の一元化等を図るための

厚生年金保険法等の一部を改正する法律の

施行及び国家公務員の退職給付の給付水準

の見直し等のための国家公務員退職手当法

等の一部を改正する法律の一部の施行に伴

う国家公務員共済組合法による長期給付等

に関する経過措置に関する政令等の制定に

より、職域加算額の受給権者が同一の支給事

由により給付される障害共済年金等の支給

を受けるときは、他の法令による給付の調整

が重ねて行われることとなったことに伴い、

当分の間、他の法令による給付との調整の規

定を適用しないこととするなど、所要の改正

を行う。 

   施行日：公布の日 

・教育委員会を含む大阪府全

体に関するもの 

２ 大阪府認定こども

園の認定の要件並

びに設備及び運営

に関する基準を定

める条例一部改正

の件

１ 就学前の子どもに関する教育、保育等の

総合的な提供の推進に関する法律第３条

第２項及び第４項の規定に基づき内閣総

理大臣、文部科学大臣及び厚生労働大臣が

定める施設の設備及び運営に関する基準

等の改正により、認定こども園に置く保育

士に国家戦略特別区域限定保育士を含む

こととするなど、所要の改正を行う。

２ 幼保連携型認定こども園の学級の編成、

職員、設備及び運営に関する基準の改正に

より、構造改革特別区域内における外部搬

入方式での食事の提供等に係る特例が削

除されたことに伴い、条例の同趣旨の規定

を削除する。

    施行日：公布の日

【１１月２７日の教育委員

会会議において報告した内

容から修正無し】
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平成２７年度一般会計補正予算（第４号）案の概要（平成 27 年 12 月 14 日提出予定）

生徒の学力状況を把握、分析・検証することにより、学習内容の着実な理解と教育活動の改善・

充実に活かすとともに府内における評定の公平性を担保することを目的とした中学３年生対象の

学力調査を実施するため、補正予算案を編成しました。 

【１】補正項目

○ 中学生学びチャレンジ事業費               0 千円 

     〔債務負担行為の設定（平成 27～28 年度） 99,599 千円〕 
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大
阪
府
条
例
第

号

非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
及
び
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関

す
る
条
例
及
び
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭

和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
六
十
九
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
及
び

第
七
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
非
常
勤
職
員
の
公
務

上
の
災
害
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
災
害
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
補

償
（
以
下
「
補
償
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
と
の
調
整
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭

和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

非
常
勤
職
員
の
公
務
上
の
災
害
（
法
第
一
条
に
規
定
す

る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
通
勤
に
よ
る
災

害
に
対
す
る
補
償
（
以
下
「
補
償
」
と
い
う
。
）
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
と
の
調
整
）

第
八
条

（
略
）

厚
生
年
金
保
険
法

（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
に

よ
る
障
害
厚
生
年
金

又
は
被
用
者
年
金
制

度
の
一
元
化
等
を
図

る
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第

六
十
三
号
。
以
下
「
平

成
二
十
四
年
一
元
化

法
」
と
い
う
。
）
附
則

第
四
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
障
害

共
済
年
金
若
し
く
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
六
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
障
害
共
済
年
金

（
以
下
「
障
害
厚
生

年
金
等
」
と
い
う
。
）

及
び
国
民
年
金
法

（
昭
和
三
十
四
年
法

律
第
百
四
十
一
号
）

に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
（
同
法
第
三
十
条

の
四
の
規
定
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
を
除

〇
・
七
三

第
八
条

（
略
）

国
民
年
金
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
六
十
年
法
律

第
三
十
四
号
。
以
下

「
国
民
年
金
等
改
正

法
」
と
い
う
。
）
附
則

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
年
金
た

る
保
険
給
付
に
該
当

す
る
障
害
年
金
（
以

下
「
旧
船
員
保
険
法

の
障
害
年
金
」
と
い

う
。
）

〇
・
七
五
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く
。
以
下
「
障
害
基

礎
年
金
」
と
い
う
。
）

障
害
厚
生
年
金
等
（
当

該
補
償
の
事
由
と
な

つ
た
障
害
に
つ
い
て

障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

○
・
八
六

傷
病
補
償

年

金

障
害
基
礎
年
金
（
当
該

補
償
の
事
由
と
な
つ

た
障
害
に
つ
い
て
障

害
厚
生
年
金
等
又
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
三
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
の
う
ち
障
害

共
済
年
金
（
以
下
「
平

成
二
十
四
年
一
元
化

法
改
正
前
国
共
済
法

に
よ
る
障
害
共
済
年

金
」
と
い
う
。
）
若
し

く
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
六

十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
給
付
の
う
ち

障
害
共
済
年
金
（
以
下

「
平
成
二
十
四
年
一

元
化
法
改
正
前
地
共

済
法
に
よ
る
障
害
共

済
年
金
」
と
い
う
。
）

が
支
給
さ
れ
る
場
合

を
除
く
。）

〇
・
八
八

国
民
年
金
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
六
十
年
法
律

第
三
十
四
号
。
以
下

「
国
民
年
金
等
改
正

法
」
と
い
う
。
）
附
則

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
年
金
た

る
保
険
給
付
の
う
ち

障
害
年
金
（
以
下
「
旧

船
員
保
険
法
に
よ
る

障
害
年
金
」
と
い
う
。）

〇
・
七
五

傷
病
補
償

年

金

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
七
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
保
険
給
付
に

該
当
す
る
障
害
年
金

（
以
下
「
旧
厚
生
年

金
保
険
法
の
障
害
年

金
」
と
い
う
。
）

〇
・
七
五

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
三
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
給
付
の
う
ち

障
害
年
金
（
以
下
「
旧

国
民
年
金
法
に
よ
る

障
害
年
金
」
と
い
う
。
）

〇
・
八
九

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第

百
十
五
号
）
に
よ
る
障

害
厚
生
年
金
又
は
被

用
者
年
金
制
度
の
一

元
化
等
を
図
る
た
め

の
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
六
十
三
号
。

以
下
「
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
四
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

障
害
共
済
年
金
若
し

く
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
六

十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
障
害
共
済

年
金
（
以
下
「
障
害
厚

生
年
金
等
」
と
い
う
。
）

及
び
国
民
年
金
法
（
昭

和
三
十
四
年
法
律
第

百
四
十
一
号
）
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
（
同
法

〇
・
七
三
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国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
七
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
障
害
年
金
（
以
下

「
旧
厚
生
年
金
保
険

法
に
よ
る
障
害
年
金
」

と
い
う
。）

〇
・
七
五

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
三
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
給
付
の
う
ち

障
害
年
金
（
以
下
「
旧

国
民
年
金
法
に
よ
る

障
害
年
金
」
と
い
う
。
）

〇
・
八
九

障
害
補
償

年

金

障
害
厚
生
年
金
等
及

び
障
害
基
礎
年
金

〇
・
七
三

障
害
厚
生
年
金
等
（
当

該
補
償
の
事
由
と
な

つ
た
障
害
に
つ
い
て

障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

〇
・
八
三

障
害
基
礎
年
金
（
当
該

補
償
の
事
由
と
な
つ

た
障
害
に
つ
い
て
障

害
厚
生
年
金
等
又
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
改
正
前
国
共
済

法
に
よ
る
障
害
共
済

年
金
若
し
く
は
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法

改
正
前
地
共
済
法
に

よ
る
障
害
共
済
年
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合

を
除
く
。）

〇
・
八
八

旧
船
員
保
険
法
に
よ

〇
・
七
四

第
三
十
条
の
四
の
規

定
に
よ
る
障
害
基
礎

年
金
を
除
く
。
以
下

「
障
害
基
礎
年
金
」
と

い
う
。
）

障
害
厚
生
年
金
等
（
当

該
補
償
の
事
由
と
な

つ
た
障
害
に
つ
い
て

障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

〇
・
八
六

障
害
基
礎
年
金
（
当
該

補
償
の
事
由
と
な
つ

た
障
害
に
つ
い
て
障

害
厚
生
年
金
等
又
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
三
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
の
う
ち
障
害

共
済
年
金
（
以
下
「
平

成
二
十
四
年
一
元
化

法
改
正
前
国
共
済
法

に
よ
る
障
害
共
済
年

金
」
と
い
う
。
）
若
し

く
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
六

十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
給
付
の
う
ち

障
害
共
済
年
金
（
以
下

「
平
成
二
十
四
年
一

元
化
法
改
正
前
地
共

済
法
に
よ
る
障
害
共

済
年
金
」
と
い
う
。
）

が
支
給
さ
れ
る
場
合

を
除
く
。）

〇
・
八
八

障
害
補
償

年

金

旧
船
員
保
険
法
の
障

害
年
金

〇
・
七
四

旧
厚
生
年
金
保
険
法

の
障
害
年
金

〇
・
七
四

旧
国
民
年
金
法
に
よ

る
障
害
年
金

〇
・
八
九

障
害
厚
生
年
金
等
及

〇
・
七
三
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る
障
害
年
金

旧
厚
生
年
金
保
険
法

に
よ
る
障
害
年
金

〇
・
七
四

旧
国
民
年
金
法
に
よ

る
障
害
年
金

〇
・
八
九

厚
生
年
金
保
険
法
に

よ
る
遺
族
厚
生
年
金

又
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
四

十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
遺
族
共
済

年
金
若
し
く
は
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法

附
則
第
六
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

遺
族
共
済
年
金
（
以
下

「
遺
族
厚
生
年
金
等
」

と
い
う
。
）
及
び
国
民

年
金
法
に
よ
る
遺
族

基
礎
年
金
（
国
民
年
金

等
改
正
法
附
則
第
二

十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
遺
族
基
礎

年
金
を
除
く
。
以
下

「
遺
族
基
礎
年
金
」
と

い
う
。
）

（
略
）

遺
族
厚
生
年
金
等
（
当

該
補
償
の
事
由
と
な

つ
た
死
亡
に
つ
い
て

遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

〇
・
八
四

遺
族
基
礎
年
金
（
当
該

補
償
の
事
由
と
な
つ

た
死
亡
に
つ
い
て
遺

族
厚
生
年
金
等
又
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
三
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
の
う
ち
遺
族

共
済
年
金
若
し
く
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
六
十
一

〇
・
八
八

び
障
害
基
礎
年
金

障
害
厚
生
年
金
等
（
当

該
補
償
の
事
由
と
な

つ
た
障
害
に
つ
い
て

障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

〇
・
八
三

障
害
基
礎
年
金
（
当
該

補
償
の
事
由
と
な
つ

た
障
害
に
つ
い
て
障

害
厚
生
年
金
等
又
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
改
正
前
国
共
済

法
に
よ
る
障
害
共
済

年
金
若
し
く
は
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法

改
正
前
地
共
済
法
に

よ
る
障
害
共
済
年
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合

を
除
く
。）

〇
・
八
八

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
八
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

（
略
）

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
七
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

〇
・
八
〇

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
三
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
給
付
の
う
ち

母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
又
は
寡

婦
年
金

〇
・
九
〇
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条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
の
う
ち
遺
族

共
済
年
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
を
除
く
。
）

又
は
国
民
年
金
法
に

よ
る
寡
婦
年
金

遺
族
補
償

年

金

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
八
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

（
略
）

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
七
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

〇
・
八
〇

国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
三
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
年

金
た
る
給
付
の
う
ち

母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
又
は
寡

婦
年
金

〇
・
九
〇

２

（
略
）

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎
年
金

〇
・
七
三

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該
補
償
の
事
由

と
な
つ
た
障
害
に
つ
い
て
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

〇
・
八
六

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補
償
の
事
由
と

な
つ
た
障
害
に
つ
い
て
障
害
厚
生
年
金

等
又
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正

遺
族
補
償

年

金

厚
生
年
金
保
険
法
に

よ
る
遺
族
厚
生
年
金

又
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
四

十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
遺
族
共
済

年
金
若
し
く
は
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法

附
則
第
六
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

遺
族
共
済
年
金
（
以
下

「
遺
族
厚
生
年
金
等
」

と
い
う
。
）
及
び
国
民

年
金
法
に
よ
る
遺
族

基
礎
年
金
（
国
民
年
金

等
改
正
法
附
則
第
二

十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
遺
族
基
礎

年
金
を
除
く
。
以
下

「
遺
族
基
礎
年
金
」
と

い
う
。
）

（
略
）

遺
族
厚
生
年
金
等
（
当

該
補
償
の
事
由
と
な

つ
た
死
亡
に
つ
い
て

遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

〇
・
八
四

遺
族
基
礎
年
金
（
当
該

補
償
の
事
由
と
な
つ

た
死
亡
に
つ
い
て
遺

族
厚
生
年
金
等
又
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
三
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
の
う
ち
遺
族

共
済
年
金
若
し
く
は

平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
附
則
第
六
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
の
う
ち
遺
族

共
済
年
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
を
除
く
。
）

又
は
国
民
年
金
法
に

よ
る
寡
婦
年
金

〇
・
八
八

２

（
略
）

旧
船
員
保
険
法
の
障
害
年
金

〇
・
七
五

旧
厚
生
年
金
保
険
法
の
障
害
年
金

〇
・
七
五
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（
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
大
阪
府
条
例
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

前
国
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
若

し
く
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正

前
地
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
が

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

〇
・
八
八

旧
船
員
保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金

〇
・
七
五

旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金

〇
・
七
五

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
年
金

〇
・
八
九

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
年
金

〇
・
八
九

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎
年
金

〇
・
七
三

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該
補
償
の
事
由

と
な
つ
た
障
害
に
つ
い
て
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

〇
・
八
六

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補
償
の
事
由
と

な
つ
た
障
害
に
つ
い
て
障
害
厚
生
年
金

等
又
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正

前
国
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
若

し
く
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正

前
地
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
が

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

〇
・
八
八

改
正
後

改
正
前

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に

関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定

は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と

い
う
。
）
か
ら
適
用
す
る
。

（
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
と
の
調
整
に
関
す
る
経
過
措

置
）

２

新
条
例
附
則
第
八
条
の
規
定
は
、
適
用
日
以
後
に
支

給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償

年
金
又
は
遺
族
補
償
年
金
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
年
金
た

る
補
償
」
と
い
う
。
）
及
び
休
業
補
償
並
び
に
適
用
日

前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
適
用
日
以
後
の
期

間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
適
用
日

前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
適
用
日
前
の
期
間

に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
適
用
日
前
に
支
給
す
べ

き
事
由
の
生
じ
た
休
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

３

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚

生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
四
年
一

元
化
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

百
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
前
国

共
済
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
職
域
加
算
額
（
被
用
者

年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
及
び
国
家

公
務
員
の
退
職
給
付
の
給
付
水
準
の
見
直
し
等
の
た

め
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

に
よ
る
長
期
給
付
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
国
共
済

法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
務
等
に
よ
る
旧

職
域
加
算
障
害
給
付
（
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第

三
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
改
正
前
国
共
済
法
に
よ

る
職
域
加
算
額
の
う
ち
障
害
を
給
付
事
由
と
す
る
も
の

を
い
う
。
）
又
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
三
十

六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
国
共
済
法
第
八
十
九
条
第
三
項

に
規
定
す
る
公
務
等
に
よ
る
旧
職
域
加
算
遺
族
給
付
（
平

成
二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
三
十
六
条
第
五
項
に
規

定
す
る
改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
職
域
加
算
額
の
う
ち

死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
又
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和

三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
改
正
前
地
共
済
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
職
域
加
算
額

（
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生

年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
及
び
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化

等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
地

方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
長
期
給
付
等
に
関
す

る
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三

百
四
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年

地
共
済
経
過
措
置
政
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
平
成
二
十
四
年
一
元
化

法
附
則
第
六
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
地
共
済
法
第
八
十

七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
務
等
に
よ
る
旧
職
域
加
算

障
害
給
付
（
改
正
前
地
共
済
法
に
よ
る
職
域
加
算
額
の
う

ち
障
害
を
給
付
事
由
と
す
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
平
成

二
十
七
年
地
共
済
経
過
措
置
政
令
第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

附
則
第
六
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
地
共
済
法
第
九
十
九

条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
公
務
等
に
よ
る
旧
職
域
加

算
遺
族
給
付
（
改
正
前
地
共
済
法
に
よ
る
職
域
加
算
額
の

う
ち
死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
受
給
権
者
が
同
一
の
支
給
事
由
に
よ

り
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十

五
号
）
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
若
し
く
は
遺
族
厚
生
年

金
、
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
（
国
家
公

務
員
の
退
職
給
付
の
給
付
水
準
の
見
直
し
等
の
た
め
の

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
五
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
二
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

を
い
う
。
）
が
支
給
す
る
年
金
で
あ
る
給
付
の
う
ち
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
給
付
の
う
ち
障
害
共
済
年
金
若
し
く
は
遺
族
共
済
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附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

年
金
又
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
六
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
務
員
共
済
組
合
（
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
五
十
六
条
第
二
項
に
規
定

す
る
地
方
公
務
員
共
済
組
合
を
い
う
。
）
が
支
給
す
る

年
金
で
あ
る
給
付
の
う
ち
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
附

則
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
の
う
ち
障
害

共
済
年
金
若
し
く
は
遺
族
共
済
年
金
の
支
給
を
受
け
る

と
き
は
、
当
分
の
間
、
新
条
例
附
則
第
八
条
第
一
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４

適
用
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の

間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
非
常
勤
職
員
の

災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
た
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
は
、
新
条
例

に
よ
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
内
払
と
み
な

す
。
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